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はじめにお読みください

� 設定ガイド
このたびは、「isai V30+」（以下、「本製品」または「本体」と表記します）をお買い上
げいただき、誠にありがとうございます。
この『設定ガイド』では、主な基本操作・初期設定について説明しています。
ご使用の前に必ず、同梱の『ご利用にあたっての注意事項』をお読みいただき、正しく安
全にお使いください。
※	詳しい操作方法については、『取扱説明書アプリケーション』やauホームページより『取

扱説明書 詳細版』をご参照ください。

■■ 文字入力の基本操作
本製品では、文字入力時に画面下部にソフトウェアキーボードが表示されます。
画面のキーをタップして文字を入力します。
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《10キー》
キーボード種類切替

《QWERTY》

《50音キーボード》

a	同じキーに割り当てられた文字を逆順に表示します。
b	カーソルを左／右に移動したり、変換時の文字の区切

りを変更したりします。
c	絵文字／記号／顔文字を入力できます。
d	入力モードを切り替えます。
e	括弧の入力や、入力中の文字を大文字／小文字に切り替

えたり、濁点／半濁点を付けたりします。
f	各キーに割り当てられた文字を入力できます。
g	カーソルの左にある文字を削除します。
h	スペースを入力したり、ひらがな漢字入力時に文字を

変換したりします。
i	入力中の文字を改行／確定します。

フリック入力について
キーを上下左右にフリックして、文字を入力することが
できます。キーをロングタッチすると、フリック入力で
入力できる候補（フリックガイド）が表示されます。入
力できる候補を確認してからフリックしても、文字を入
力することができます。

フリックガイド

■■ キーの基本操作
電源キー（背面側）
●電源ON
電源キーを長押しします。
●電源OFF
電源キーを長押し → ［電源を切る］ → ［電源を切る］
●スリープモード
操作中に電源キーを押すと、スリープモードに移行しま
す。
●スリープモード解除
スリープモード中に電源キーを押すと、ロック画面が表示
されます。

ディスプレイ（タッチパネル）
ディスプレイに表示される項目やボタンなどを直接指で
タッチして操作します。

 タスクボタン
起動中のアプリケーションを表示します。
アプリ起動中にロングタッチすると、マルチウィンドウ
が起動します。

 ホームボタン
ホーム画面を表示するときなどに使用します。

 戻るボタン
1つ前の画面に戻ります。

●ロック画面の解除
ロック画面でスワイプしてロックを解除します。

●●基本操作を覚える
各部の名称や基本操作を説明してい
ます。
●●初期設定
以下のSTEPで説明しています。
・言語の設定、ユーザー補助
・無線LAN（Wi-Fi®）の設定
・Googleアカウントの設定
・その他の設定
●●au初期設定
au IDやauのサービスの設定を行い
ます。
●●auメールの設定
auメール（@ezweb.ne.jp）を利用
するために行います。
●●「取扱説明書アプリケーション」
取扱説明書のインストールと起動を
行います。
●●電話をかける
電話のかけかたを説明しています。

●●電話を受ける
電話の受けかたを説明しています。
●●連絡先を移行する
これまでお使いの携帯電話からデータ
を移行することができます。
●●au設定メニューからデータ移行
する
これまでお使いのau電話から、
microSDメモリカードやauサーバー
を使って本製品にデータを戻す・預
けることができます。
●●電池消費を軽減する
バッテリーセーブを設定することで電
池の消費を抑えることができます。
●●画面の明るさと点灯時間を設定
する
画面の明るさと点灯時間を設定するこ
とができます。

基本操作を覚える

au初期設定
■■ au IDの設定

au IDを設定すると、auスマートパスやGoogle Playに掲載されているアプリの購入ができる「auかんたん決済」の利用をはじめとする、au提供のさまざまなサービスがご利用
になれます。
● 初期設定完了後にホーム画面で［設定］ → 「一般」タブ → ［au 設定メニュー］ → ［au初期設定］と操作してもauのサービスを設定することができます。

1 2 3 4 5

［はじめる］
※	端末内のアプリをアップデート

する場合、「アップデートする」
にチェックを入れてください。

［ログイン］※1 暗証番号※2を入力 → ［次へ］ パスワードを入力 →  
［同意して次へ］

［次へ］

6 7 8 9 10

［次へ］ ［許可］※3 インストールするアプリに
チェックを入れる※4 → ［次へ］

設定する内容にチェックを入
れる → ［次へ］

［完了］※5

※1 以前にau IDを登録したことがある場合、手順3と手順4は表示されません。手順5に進んでください。
※2 暗証番号は、申込書にお客様が記入した任意の4桁の番号です。
※3 アプリの権限についての確認画面は複数回表示されます。以降も同様に操作してください。
※4 「以前にご利用のアプリ」欄に「アプリを選ぶ」が表示された場合は、タップするとアプリを確認できます。
※5 「お預かりデータを戻す」をタップすると、「データお預かり」アプリで預けたデータがある場合は、データを戻すことができます。

初期設定：STEP1
ここでは、初めて本製品の電源を入れたときに表示される初期設定画面を説明します。

■■ 基本設定開始

1

「日本語（日本）」が表示され
ていることを確認 → ［  ］

●●言語を変更する場合 ●●ユーザー補助を設定する場合

［日本語（日本）］ → 言語を選
択 → ［  ］
※	 言語を選択後、初期設定の言語も

切り替わります。以降は、画面の
指示に従って操作してください。

［ユーザー補助］ → 注意文を
確認して、［設定］ → ユーザー
補助を設定 → ［  ］ → ［  ］
※	 設定したユーザー補助によって

は、以降の操作が異なります。

初期設定：STEP4

■■ その他の設定

1

法的文書を確認 → 「同意しま
す」にチェックを入れる →  

［完了］

初期設定：STEP3

■■ Googleアカウントの設定
Googleアカウントをセットアップすると、GmailやGoogle PlayなどのGoogleが提供するオンラインサービスを利用できます。
ここでは、初めて本製品の電源を入れたときに表示される初期設定画面で、アカウントを設定する方法を説明します。

ユーザー名 お客様のGoogleアカウント（ユーザー ID）、およびメールアドレスとなる任意の文字列を登録します。
お好きなユーザー名を登録できますが、他のユーザーと重複するユーザー名は設定できません。

パスワード Googleアカウントを利用する際のパスワードを登録します。

1 2 3 4 5 6 7

［新規としてセットアップ］
※	以前に使用していたAndroid搭載端末の

設定などを本製品にコピーしたい場合は
「データのコピー」をタップしてください。

［その他の設定］ → ［アカウントを作成］
※	すでにGoogleアカウントをお持ちの場合

は、「メールアドレスまたは電話番号」欄
をタップしてください。

※	「スキップ」をタップすると、Googleアカウ
ントの設定を省略することができます。表示
される画面に従って設定してください。設定
を進めると手順10の画面が表示されます。

姓・名を入力 → ［次へ］ お客様の生年月日と性別を入力 →  
［次へ］

任意のユーザー名を入力 → ［次へ］
※	他のユーザーがすでに使用しているユー

ザー名は使用できません。
※	入力したユーザー名が使用できない場合

は、別のユーザー名を入力する画面が表示
されます。

パスワードを入力 → パスワードを再
入力 → ［次へ］

内容を確認 → ［はい、使います］

8 9 10 11 12 13

内容を確認 → ［同意します］ ［次へ］ 指紋を登録するか設定
※	指紋を登録する場合、「指紋認証を設定す

る」を選択して［次へ］
※	指紋を登録しない場合は、「登録しない」

を選択して［次へ］→［スキップ］

Googleサービスの内容を確認 →  
［同意する］

［次へ］ アシスタントを有効にするかどうかを
設定する
※	ここでは［有効にする］

初期設定：STEP2
■■ 無線LAN（Wi-Fi®）の設定

無線LAN（Wi-Fi®）機能を使い、家庭内で構築した無線LAN環境や外出先の公衆無
線LAN環境などを利用してインターネットに接続できます。
本書に記載の設定方法で無線LAN（Wi-Fi®）の設定を行う際は、設定したい無線
LAN機器や公衆無線LANの電波を受信できる環境で設定を行う必要があります。
無線LAN（Wi-Fi®）の設定をする前に、下記の情報をご確認ください。

SSID 接続する無線LAN機器や公衆無線LANサービスの設定上
の名称

パスワード 無線LAN機器や公衆無線LANサービスに接続するための
パスワード

※	すべての公衆無線LANサービスとの接続を保証するものではありません。
※	公衆無線LANサービスをご利用になるときは、別途サービス提供者との契約など

が必要な場合があります。
※	無線LAN（Wi-Fi®）機能を有効にした場合、電池の消費が大きくなります。無線

LAN（Wi-Fi®）を使用していないときは、無線LAN（Wi-Fi®）機能をOFFにする
ことをおすすめします。

1 2

「Wi-Fi」の［  ］ → 接続す
るネットワークをタップ
※	設定しない場合は「次へ」をタッ

プしてください。

パスワードを入力 → ［接続］→ 
接続を確認 → ［次へ］
※	セキュリティが設定されていない

Wi-Fi®ネットワークを選択した場
合、この操作は不要です。

■■ 通知パネルの見かた
ステータスバーの左側に通知アイコンが表示されているときに、ステータスバーを下に
スライドして通知パネルを開くと、通知の概要を確認したり、対応するアプリケーショ
ンを起動したりできます。

1 2

ステータスバーを下方向にスライド 通知パネルが表示されます。

■■ アプリの権限を設定する
本製品の機能や情報にアクセスするアプリ／機能を初めて起動すると、アクセス権限の
許可をリクエストする確認画面が表示されます。
確認画面が表示された場合は、内容をご確認の上、「許可しない」／「許可」をタップし
てください。
•	許可をしないとアプリ／機能を起動できない場合や、機能の利用が制限される場合が

あります。
•	アプリ／機能によっては、許可についての説明画面が表示される場合があります。ま

た、確認画面が複数回表示される場合や、表示が異なる場合があります。表示内容を
よくご確認の上、画面の指示に従って操作してください。

•	本書では、確認画面の表示の記載については省略している場合があります。

■■ タッチパネルの基本操作
本製品のディスプレイはタッチパネルになっており、指で直接触れて操作します。

タップ／ダブルタップ
アイコンや項目などに軽
く触れて、すぐに指を離
します。また、2回連続で
同じ位置をタップする操
作をダブルタップと呼び
ます。

ロングタッチ
項目やボタンなどに指を
触れた状態を保ちます。

スライド
画面に軽く触れたまま、目
的の方向へなぞります。 

フリック 
（スワイプ）

画面を指ですばやく上下
左右にはらうように操作
します。

ピンチ
2本の指で画面に触れたま
ま指を開いたり（ピンチ
アウト）、閉じたり（ピン
チイン）します。

ドラッグ
項目やアイコンなどに軽
く触れたまま目的の位置
までなぞります。



電池消費を軽減する

■■ バッテリーセーブを利用する
バッテリー残量が少なくなったときに、バッテリーセーブモードを設定します。

1 2 3 4

ホーム画面で［設定］ 「一般」タブ →  
［バッテリー］

［バッテリーセーブ］ ［基本設定］／［フル設定］

■■ バッテリーセーブを設定する
1 2 3 4 5

ホーム画面で［設定］ 「一般」タブ →  
［バッテリー］

［バッテリーセーブ］ ［編集モード］
※	ここは「基本設定」を設定し

ている画面を基準にします。

必要に応じて、バッテリーセー
ブの設定を行う → ［保存］

au設定メニューからデータ移行する
これまでお使いのau電話から、microSDメモリカードやauサーバー使って本製品にデータを戻す・預けることができます。
•	auサーバーを利用してデータを戻す場合は、あらかじめこれまでお使いのau電話でデータをauサーバーに預けてください。auサー

バーを利用する場合は、au IDの設定が必要です。 
（これまでお使いのau電話にau設定メニューがないときは、au Cloudアプリをご利用ください。）
•	microSDメモリカードを利用してデータを戻す場合は、あらかじめこれまでお使いのau電話でデータをmicroSDメモリカードに保

存してください。 
（これまでお使いのau電話にau設定メニューがないときは、auバックアップアプリをご利用ください。）

1 2 3 4

ホーム画面で［設定］ 「一般」タブ → ［au設定
メニュー］

［データを移行する］
※	利用規約が表示された場合は、

内容を確認し、画面の指示に
従って操作してください。

［機種変更はこちら］
※	画面の案内に沿ってデータ移行

を行ってください。

「データお預かり」アプリケーションを利用して、auサーバーに写真やアドレス帳などを自動的に預ける場合は、以下の操作から設定
ができます。
•	ホーム画面で［設定］ → 「一般」タブ → ［au設定メニュー］ → ［データお預かり設定］

電話を受ける
電話がかかってくると、次の操作で電話を受けることができます。

1 2 3

着信中に［電話に出る］ 通話が開始されます。 電話を切るときは［終了］

画面の明るさと点灯時間を設定する

■■ 画面の明るさを設定する

1 2

ホーム画面で［設定］ 「表示」タブ → 「画面の明
るさ」のスライダーを左右
にドラッグして、明るさを
調節

■■ 画面の点灯時間を設定する
1 2 3

ホーム画面で［設定］ 「表示」タブ → ［画面消灯
時間］

画面が消灯するまでの時間
をタップして変更

連絡先を移行する
これまでお使いの携帯電話から、microSDメモリカードを使って本製品にデータを
移行できます。

1 これまでお使いの
携帯電話の連絡先

（アドレス帳）を
microSDメモリ
カードに保存し、
本製品にセット
保存方法については、
これまでお使いの携
帯電話の取扱説明書
などをご参照くださ
い。

2 3

ホーム画面で［基
本機能］ → ［連絡
先］

［  ］ → ［連絡先の管理］ 
→ ［インポート］
※	連絡先未登録の場合は、［  ］ 

→ ［インポート］ → インポー
ト元をタップすると手順5に
進みます。保存先の選択画面
が表示された場合は、登録し
たいアカウントや場所を選択
してください。

4 5 6

［SDカード］ → 
［OK］

※	保存先の選択画面が表示
された場合は、登録した
いアカウントや場所を選
択してください。

インポートしたい
項目にチェックを
入れる → ［イン
ポート］

［インポート］
※	インポートが完了すると

「連絡先をインポートし
ました」と表示されます。

電話をかける
■■ 電話番号を入力して電話をかける

1 2

ホーム画面で［  ］ 電話番号を入力 →  
［  ］

■■ 連絡先から電話をかける

1 2 3

電話番号入力画面で
「連絡先」タブをタッ
プ

電話をかけたい相手を
タップ
※	「  」をタップすると、

連絡先詳細画面に移動
しないで、直接電話を
かけられます。

連絡先詳細画面で 
電話番号をタップ

■■ 通話履歴から電話をかける

1 電話番号入力画面
で「通話履歴」タ
ブをタップ

2 電話をかけたい相
手をタップ

3 電話番号をタップ

「取扱説明書アプリケーション」
■■「取扱説明書アプリケーション」をダウンロードする

1 2

ホーム画面で［基本
機能］ → ［取扱説明
書］

［更新］ → ［同意する］
※	確認画面などが表示され

た場合は、画面の指示に
従って操作してください。

■■「取扱説明書アプリケーション」を使用する

1 2 3

ホーム画面で［基本
機能］ → ［取扱説明
書］

表示内容を確認 →  
［  ］

取扱説明書の表紙が表示さ
れます。

※	「取扱説明書アプリケーション」のダウンロードにはデータ通信料がかかります
（Wi-Fi®接続の場合はかかりません）。

■■ スリープ中に通話する

1 2 3

着信中に「電話に出る」
を輪の外側までスワイプ

通話が開始されます。 電話を切るときは［終了］

●	�auメールを利用するには、LTE NETのお申し込みが必要です。ご購入時にお申
し込みにならなかった方は、auショップまたはお客さまセンターまでお問い合
わせください。

●	�初期設定は、日本国内の電波状態の良い場所で行ってください。電波状態の悪い
場所や、移動中に行うと、正しく設定されない場合があります。Wi-Fi®通信では
初期設定ができません。

●	�時間帯によっては、初期設定の所要時間が30秒～ 3分程度かかります。「Eメー
ルアドレスの設定中です。しばらくお待ちください。」と表示された画面のまま、
お待ちください。

■■ 初期設定
1 2

ホーム画面で［  ］ 内容を確認 → ［同意する］ → 
画面の指示に従って操作し、
次へ進む

3 4

Eメールアドレスを確認 →  
［閉じる］
※	確認画面が表示された場合は、

画面の指示に従って操作してく
ださい。

auメールのメールボックスが表示さ
れます。

■■ auメールアドレスの変更
1 2 3 4

ホーム画面で［  ］ ［  ］ → ［アドレス変更／迷
惑メール設定］

［Eメールアドレスの変更へ］ 暗証番号を入力 → ［送信］

5 6 7 8

内容を確認 → ［承諾する］ Eメールアドレスを入力 → 
［送信］

［OK］ ［閉じる］

■■ auメールアドレスの確認
1 2 3

ホーム画面で［  ］ ［  ］ → ［Eメール情報］ Eメールアドレス欄にお客様のEメー
ルアドレスが表示されます。

■■ 着信を拒否する
着信中に「終了」をタップすると着信を
拒否できます。
着信を拒否すると、呼び出しに応答がな
いなどの内容で発信元にガイダンスが流
れます。

1

着信中に［終了］

auメールの設定


